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昭和53年 8月1日地847

人 口 の 動 き

7月 1日 現 在 前月比

計

数
口

男

女

帯

人

世

6 3，4 8 3 + 150 
3 0，5 1 4 + 98 
3 2，9 6 9 + 52 
1 7，6 1 3 - 3 
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ジ、ユニア・リーダーの石Jf修;
野義j鵠勝Lこ集う
7月23日、 24日の両日、 野岳湖キャンプ場で、ジュ

ニア・リーダーキ ャンプ大会があり、77人の子どもた

ちが参加しました。

乙の大会は、大村市子ども会育成連絡協議会(上野

諦信会長)が、キャンプ生活を通して、野外活動に必

要な知識 ・技術を研修させるとともに、相互の交流と

親睦を深め、リ ーダーとしての資質を高めさせること

を目的として開催したものです。

夕食が終ると楽しいキャップファイヤ一、各チーム

から趣向をこらした歌などが飛び出し、翌日のオリエ

ンテーリジグとともに、楽しい夏休みのーコマでした
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乙

こ

を

と

じ

て

く

だ

さ

し、
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印鑑証明を簡素化

登録証制度を採用

九
月
一
日
か
ら
印
鑑
登
録
証
明

制
度
が
変
り
ま
す
。

こ
の
改
正
は
、
印
鑑
の
事
故
防
止

や
手
続
き
の
簡
素
化
な
ど
を
図
る

昭和53年 8月 1日
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登録番号

d町、

住刻
、-==~

八
印
鑑
登
録
を
す
る
と
き
〉

①
本
人
が
登
録
す
る
印
鑑
(
実
印
)

を
持
参
し
、
宮
公
署
発
行
の
免

許
証
、
許
可
書
、
身
分
証
明
書

(写
真
付
で
プ
レ
ス
印
の
あ
る

も
の
、
ま
た
は
写
真
を
特
殊
加

工
し
た
も
の
)
を
提
示
す
る
か

既
に
登
録
し
て
い
る
人
の
保
証

書
を
提
出
す
れ
ば
即
日
登
録
が

で
き
ま
す
。

②
印
鑑
登
録
の
申
請
は
本
人
が
直

接
す
る
の
が
原
則
で
す
が
、
や

む
を
得
ず
代
理
人
が
申
請
す
る

場
合
は
、
委
任
の
旨
を
証
明
す

る
書
類
が
必
要
で
す
。
(
代
理

権
授
与
通
知
書
)

③
①
の
方
法
で
本
人
の
確
認
が
で

き
な
い
と
き
ゃ
、
②
の
代
理
人

に
依
頼
す
る
場
合
は
、
照
会
書

花

火

大

会

一

v

夏

の

夜

の

祭

典

~

日
時
八
月
十
二
日
(
土
)

V

一

花

火

大

会

と

盆

踊

り

午

後

八

時

打

上

げ

開

始

九

場
所
競
艇
場
前
の
埋
立
地

A

J

h

守

'

回

観

覧

場

所

競

艇

場

表

側

駐

車

場

~

パ

ミ

J
hぃ
厚

圃

t
p
f
~
p
i
l、
、

軍

'

大

村

市

観

光

協

会

で

は

、

恒

例

主

南

3

v

〆
ru
i
a
o
-
-

h

b
一・州

j
i
-
z
の
花
火
大
会
と
盆
踊
り
を
次
の
と

j

，
、

J

再
グ

i
F
.
Jf
u

、，，
E

『一一

tη
仏
F

一

さ

お

り

開

催

し

ま

す

。

日

時

八

月

十

九

日

(

土

)

~

v

d

f

/

d

Z

皆
さ
ん
多
数
お
で
か
け
下
さ
い
午
後
七
時
か
ら
九
時
ま
で
ゲ

場
所
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
広
場

A

J

j

、，ru
〈、

r
t
f
J
't
J
3
2
1
t
f，，
f
z
f
J
〉
3
・
1
-
t
r
t
-
f
'
J
'
J
3
-
2
r
t
f
t
J
J
〉
ラ
三
，
、
f
d
d
r
t
J
J
去、
-'
a
i
〉

印鑑登録証

λ
e
 

あ
い

で

き

「
1
1〕
人
下

一

印

一

本

て

一

-

る

し

長

れ

僻

市
計
れ

村

純

大

大
手
弘

県

都

付

暗

印

で

i

v

、の

Eμ

は

も

証

る

録

す
畳
一
向

印
を

の

と

9月 1日か

た
め
に
行
う
も
の
で
「
印
鑑
登
録

証
制
度
」
が
採
用
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
登
録
を
す
る

と
き
、
登
録
証
を
受
け
る
と
き
、

登
録
証
明
書
を
と
る
と
き
な
ど
に

つ
い
て
ど
説
明
し
ま
す
。

※ 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

を
本
人
あ
て
郵
送
し
ま
す
の
で

そ
の
回
答
書
を
持
参
し
て
は
じ

め
て
登
録
で
き
ま
す
。

〈
印
鑑
登
録
証
を
受
け
る
と
き

V

印
鑑
登
録
を
済
ま
せ
た
人
に
は

登
録
証
(
カ
l
ド
)
を
渡
し
ま
す

乙
の
カ
l
ド
は
、
印
鑑
登
録
証

明
書
を
請
求
す
る
と
き
に
実
印
に

か
わ
っ
て
持
参
す
る
も
の
で
大
切

な
も
の
で
す
。

登
録
証
に
は
、
盗
用
な
ど
を
防

ぐ
た
め
登
録
番
号
を
表
示
し
、
登

録
者
の
住
所
、
氏
名
、
印
影
は
記

入
し
ま
せ
ん
。

※
印
鑑
登
録
を
し
て
い
る
人
が
、

市
外
転
出
、
死
亡
、
登
録
廃
止

印
鑑
変
更
な
ど
の
と
き
は

、
登

録
証
を
返
し
て
い
た
だ
き
ま
す

な
お
、
印
鑑
や
登
録
証
を
紛
失

し
た
と
き
は
、
届
け
出
に
よ
っ

て
登
録
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

八
印
鑑
登
録
証
明
書
を

と
る
と
き
〉

証
明
書
を
と
る
際
は
、
現
行
の

制
度
と
違
っ
て
「
実
印
」
や
「
委

任
状
」
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

交
付
申
請
の
と
き
は
、
登
録
証

(カ
l
ド
)
を
持
参
さ
れ
る
と
、

「
登
録
さ
れ
た
印
鑑
の
写
し
」
を

交
付
す
る
と
い
う
己
と
に
な
り
ま

す。

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

麗
穣
椙
譲

ζ 

存

じ

す

か

薬
局
ご
と
、
あ
る
い
は
同
じ

病
院
で
あ
っ
て
も
、
例
え
ば

医
科
と
歯
科
と
い
う
よ
う
に

診
療
報
酬
明
細
書
が
別
々
に

作
成
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
は

各
々
の
明
細
書
ご
と
に
高
額

療
養
費
の
支
給
要
件
に
該
当

す
る
か
否
か
を
判
定
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
明
細
書
各
一
件
に

基
づ
き
、
そ
の
支
給
額
が
判

定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す

従
っ
て
、
同
一
の
月
に
通

院
か
ら
入
院
に
変
っ
た
と
き

は
、
そ
れ
が
同
じ
病
院
で
あ

っ
て
も
通
院
診
療
分
と
入
院

診
療
分
と
は
別
々
に
明
細
書

が
作
成
さ
れ
ま
す
の
で
、
入

院
分
と
通
院
分
と
は
別
々
に

高
額
療
養
費
の
支
給
要
件
に

該
当
す
る
か
ど
う
か
を
判
定

す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す。

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

入高
院額
の療
区養
分費
にの
っ通
い院
て、

で

i
高
額
療
養
費
は
、
通
院
中

日
目ー

に
支
払
っ
た
一
部
負
担
金

と
入
院
し
て
か
ら
の
一
部
負

担
金
と
は
分
離
し
て
計
算
さ

れ
た
も
の
を
基
準
に
支
給
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

乙
れ
は
同
じ
病
院
で
あ
っ
て

も
区
分
さ
れ
る
も
の
な
の
で

し
ょ
う
か
。

;
高
額
療
養
費
は
、
病
院
な

f
ロ
ど
で
診
療
を
受
け
、
三
万

九
千
円
以
上
の
一

部
負
担
金

を
支
払
っ
た
場
合
に
、
そ
の

三
万
九
千
円
を
超
え
る
負
担

分
を
償
還
す
る
と
い
う
も
の

で
す
。乙

の
三
万
九
千
円
以
上
の

一
部
負
担
金
を
支
払
っ
た
場

合
と
は
、
病
院
な
と
か
ら
提

出
さ
れ
る
診
療
報
酬
明
細
書

の
各
一
件
に
つ
き
三
万
九
千

円
を
超
え
る
か
ど
う
か
が
基

準
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
病
院
、

診
療
所



昭和53年 8月1日
1II""IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII!l11II11IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIImHllllliil 

りおおむ市政だより(3) 

※ 

下
水
道

街
の
顔
で
す

の
哲
一
ゴ
口

あ
ら
た
に

平
和
ノ¥

い
を

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す

8
月

9
日
は

県

民

長
崎
市
で
原
爆
の
犠
牲
と
な
ら

れ
た
人
々
の
め
い
福
を
祈
っ
て
、

八
月
九
日
午
前
十
一
時
二
分
に
サ

イ
レ
ン
を
一
分
間
吹
鳴
し
ま
す
。

-

拘

エ

一

日
-
全

一
全
日
空
で
は
、
成
田
開
港
に

一
伴
う
羽
田
空
港
の
発
着
枠
が
増

一
え
た
乙
と
か
ら
、
七
月
二
十
日

…
か
ら
長
崎

t
東
京
線
を
従
来
の

二
便
か
ら
三
便
に
増
便
、
地
元

一
の
要
望
が
強
か
っ
た
朝
・
昼
・

一
夕
の
運
航
に
な
り
ま
し
た
。

-
ま
た
、
長
崎

I
大
阪
線
も
四

一
便
中
二
便
を
超
大
型
機
ト
ラ
イ

ス
タ
l
(
三
百
六
人
乗
り
)
に

一
機
種
が
変
り
、
大
幅
に
増
席
さ 祈

の

日

り黙
と
う
を
さ
さ
げ
、
犠
牲
者
の

ご
め
い
福
を
お
祈
り
す
る
と
共
に

平
和
へ
の
誓
い
を
あ
ら
た
に
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

れ

ま

し

た

。

一

詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
と
こ
-

ろ
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。
一

全
日
空
予
約
セ
ジ
タ
l

-

富
長
崎
⑫
|
五
一
一
一
一

全
日
空
空
港
営
業
所

宮
大
村
②
上
ハ
一
八
一
一

全
日
空
佐
世
保
営
業
所
一

曾
佐
世
保
⑩
l
六
一
九
一
-

そ
の
他
最
寄
り
の
航
空
代
理
↑

庖

長
崎
1
東
京
線
増
便

大
阪
線
も
大
型
機
で
増
席

IL' 

で

す

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

8
月

時

日

は

全

国

戦

没

者

追

悼

式

八
月
十
五
日
の
正
午
に
サ
イ
レ

ジ
を

一
分
間
吹
鳴
し
ま
す
。

官
公
署
、
会
社
、
工
場
及
び
各

家
庭
に
お
い
て
は
半
旗
を
揚
げ
、

ー一金舞見

のり

lこ人

8月20日までに申請を

市
は
、
敬
老
週
間
の
行
事
と
し

て
、
ね
た
き
り
の
老
人
に
見
舞
金

を
差
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
見
舞
金
を
受
け
ら
れ
る
人

は
、
九
月
十
五
日
現
在
、
六
十
五

黙
と
う
を
さ
さ
げ
て
、

戦
争
犠
牲

者
に
対
し
追
悼
の
意
を
表
し
ま
し

ょ
・つ。

歳
以
上
の
市
民
で
、
本
市
に
引
続

き
一
年
以
上
居
住
し
、
六
カ
月
以

上
ね
た
き
り
の
人
で
す
。

該
当
さ
れ
る
人
は
、
医
師
の
診

断
書
と
支
給
・
申
請
書
を
福
祉
課
に

提
出
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
昨
年
受
給
さ
れ
た
人
で

現
在
も
引
続
き
ね
た
き
り
の
状
態

に
あ
る
人
は
、

診
断
書
の
提
出
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
区
民

生
委
員
に
認
定
の
依
頼
を
し
て
い

ま
す
の
で
、
民
生
委
員
を
通
じ
て

支
給
申
請
書
を
提
出
し
で
下
さ
い

見
舞
金
額

一
人
に
つ
き

一
万
八
千
円

申
請
書
提
出
期
限

八
月
二
十
日

※
支
給
申
請
書
、
診
断
書
用
紙
は

地
区
民
生
委
員
宅
ま
た
は
福
祉

課
に
あ
り
ま
す
。

講

演

会

を

開

催

し

ま

す

テ

l
マ
「
住
み
よ
い
町
に
す
る
た
め
に
」

市
と
青
年
会
議
所
の
共
催
で
講
師
日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

山

N

住
み
よ
い
町
に
す
る
た
め
に
w

地
域
開
発
部
長

~
な
ど
を
テ
l
マ
と
し
て
つ
ぎ
の

萩

原

茂

裕

先

生

日
程
で
講
演
会
を
聞
き
ま
す
。
日
時
八
月
十
一
日

市
民
多
数
の
ど
聴
講

を

歓

迎

午

後

一

時

V

し
ま
す
。
(
聴
講

無

料

)

場

所

市

役
所
第
一
会
議
室

第
2
回
特
別
弔
慰
金

国

庫

債

券

を

買

上

げ

ま

す

第
二
回
特
別
弔
慰
金
国
庫
債
券

を
持
っ
て
い
る
人
を
対
象
に
、
次

の
と
お
り
国
庫
債
券
買
上
げ
償
還

の
申
込
み
を
受
付
け
ま
す
。

該
当
者
は
市
福
祉
課
社
会
係
へ

お
申
込
み
下
さ
い
。

買
上
げ
条
件
生
活
園
窮
者

買
上
げ
価
格

戦
没
者
御
霊
前
に

い
号
賦
札
七
枚
を

十
一
万
千
七
百
円

ろ
号
賦
札
九
枚
を

十
三
万
六
千
百
円

買
上
げ
期
間
昭
和
五
十
四
年
六

月
十
四
日
ま
で

※
詳
し
く
は
福
祉
課
社
会
係
へ

供

物

を

差

し

上

げ

ま

す

う
ら
盆
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

戦
没
者
御
霊
前
に
供
物
を
差
し
上

げ
ま
す
の
で
、
お
受
け
と
り
く
だ

大」い。

配
付
場
所

本
庁
地
区
は
市
福
祉
課

出
張
所
地
区
は
各
出
張
所

期
日
八
月
一
日
か
ら



未
納
保
険
料
を
納
め
る
と
、
年
金

権
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
臨
時
の

特
別
な
制
度
が
で
き
ま
し
た
。

乙
の
機
会
に
ぜ
ひ
納
付
し
て
老

後
の
年
金
を
確
保
し
て
下
さ
い

0

0
任
意
加
入
の
対
象
者
ほ
該
当
し

ま
せ
ん

。
期
限
内
な
ら
分
納
の
方
法
も
あ

り
ま
す

O
納
付
書
の
発
行
は
市
保
険
年
金

課
ま
た
は
各
出
張
所

国
民
年
金
の
受
給
権
は、

保
険

料
を
納
め
る
か
、
免
除
を
受
け
た

期
間
が
一
定
期
間
以
上
な
け
れ
ば

取
得
で
き
ま
せ
ん
。

そ
乙
で
一
時
の
思
い
違
い
や
、

経
済
主
の
理
由
な
ど
で、

国
民
年

金
に
当
然
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
、
ま
だ
加
入
し
な
か
っ

た
人
ゃ
、

保
険
料
を
納
め
忘
れ
て

時
効
に
か
か
り
、
年
金
権
を
失
っ

て
し
ま
っ
た
人
な
ど
に
つ
い
て
、

七
月
一
日
か
ら
二
年
間
に
限

っ
て

「特例納付制度の「

! 活用を 1 

掛
金
は月

無年金者に最後のチャンスノ

国
民
年
金
が
増
額

(4) 

四
千
円

拠
出
制

% 

り

f0

・門ft

む

7
月

分

か

り

お

所
得
制
限
が
更
に
緩
和
さ
れ
ま
し

た。
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
義
務
者
な

ど
に
係
る
制
限
は
今
ま
で
と
同
じ

で
す
。

※
詳
し
い
乙
と
は
保
険
年
金
課
へ

こ
の
た
び
国
民
年
金
法
が
国
会

を
通
過
し
、
七
月
か
ら
年
金
額
の

物
価
ス
ラ
イ
ド
制
実
施
に
よ
る
年

金
給
付
が
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
福
祉
年
金
で
は
本
人
の

お市政だより

区 分| 現 行 | 改 正 |実施時期

老障 害齢}福祉年金 (年所収得 1，383060，， OO0OO0 ) (年所収得 l，590020，， OO000 0〉

(年所得収 12，，885600，，OOOOO U) (年所収得 2l，， 997326，，OO000 0) 53.8 

思併給給等限度と 額の 年額 370，0.00 I 

単位円

単位円

福

祉

年

金

所

得

状

況

届

は

施

期

53.8 

53.7 

実

時

昭和53年 8月1日
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8
月

刊

固

ま

で

に

額

福祉年金本人所得制限限度額

正

今
後
の
支
給
が
遅
れ
る
乙
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、

期
限
を
厳
守
し
て

下
さ
い
。

国
民
年
金
の
福
祉
年
金
(
老
齢

障
害
、
母
子
)
を
現
在
受
け
て
い

る
人
ゃ
、

受
け
る
資
格
は
あ
る
が

現
在
支
給
停
止
に
な
っ
て
い
る
人

は
、
今
年
か
ら
八
月
に
「
一福
祉
年

企
所
得
状
況
届
」
を
提
出
す
る
乙

と
に
な
り
ま
し
た
。

八
月
十
九
日
ま
で
に
年
金
証
書

と
印
鑑
を
持
っ
て
保
険
年
金
課
ま

た
は
出
張
所
で
手
続
き
を
し
て
下

さ
い
。な

お
、

現
在
受
給
中
の
人
は
、

八
月
分
を
郵
便
局
で
受
領
さ
れ
た

後
に
乙
の
手
続
き
を
し
な
い
と
、

額金年

分区

祉

年

運

施

実

犯

防

動

夏

中

の

※ 

8
月

剖

日

ま

で
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りおおむ市政だより(5) 

り明るく健康な町づく ※ 

8 

月

は

市

県

民

税

「不法投棄をみかけたらっ

」一環境衛生監視員へー」
監
視
員
の
任
務

明
る
く
健
康
な
街
づ
く
り
の
た

め
に
、
河
川
、
海
岸
、
空
地
に
対

す
る
不
法
投
棄
の
監
視
や
取
締
り

を
行
い
ま
す
。

不
法
投
棄
を
み
か
け
ら
れ
た
人

は
、
地
区
の
監
視
員
へ
通
報
し
て

い
た
だ
く
よ
う
、
ど
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

〈
環
境
衛
生
監
視
員
〉

敬
称
略

三
浦
地
区

一
瀬
秋
夫

鈴
田
地
区

渡
辺
好
美

大
村
地
区

田
中
猷
司

田
中
信
一

電
④
l
一
七
五
四

曾
②
l
四
O
九
O

曾
③
l
九
二
二
四

曾
②
|
二
九
二
二

期

分

の

納

期

月

す

西
大
村
地
区

児

玉

幸

孫
平
七
郎

竹
松
地
区

八
坂
久
雄

長
田
秋
人

雷
③
|
一
一
一
四
三
三

曾
③
l
一
六
九
七

曾
⑤
|
O
二
四
九

雪
⑤
l
二
八
二
一

万
こ
わ
い
食
中
毒
。

で

萱
瀬
地
区

禿

鶴

夫

福
重
地
区

一
楽
吉
作

松
原
地
区

宮
原
梅
二

雷
⑤
|
二
六
O
四

曾
⑤
|
O
八
二
九

雷

@
l八
二

O
一

新

鮮

度

の

高

い

も

の

を

こ
れ
か
ら
秋
に
か
け
て
は
食
中

毒
に
か
か
り
ゃ
す
い
季
節
で
す
。

た
べ
も
の
は
新
鮮
度
の
高
い
も

の
を
選
ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う
。

@
危
な
い
も
の
は
食
べ
な
い

時
す
ぎ
遊
漁
組
合
の
漁
船
六
十
五
一

隻
に
分
乗
、
空
港
前
の
湾
内
へ
繰
一

り
出
し
釣
を
楽
し
み
ま
し
た
。
一

乙
の
釣
り
大
会
開
催
に
あ
た
っ
山

て
は
、
徳
泉
川
内
の
今
里
ツ
タ
子
一

さ
ん
か
ら
の
オ
ニ
ギ
リ
な
ど
沢
山
一

の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
一

施
設
の
子
供
た
ち
が
キ
ス
釣
り

大
村
遊
漁
組
合
が
招
待

釣
り
愛
好
グ
ル
ー
プ
・

大
村
遊
漁
組
合
(
田
中
忠

組
合
長
)
は
、
こ
の
ほ
ど

子
供
の
家
、
光
と
緑
の
園

「
向
陽
寮
」
の
両
施
設
の

子
供
た
ち
九
十
八
人
を
キ

ス
釣
り
に
招
待
し
ま
し
た

子
供
た
ち
は
、
午
前
五

食
中
毒
の
予
防
は
第
一
に
「
危

な
い
も
の
は
食
べ
な
い
」
乙
と
で

す。。
作
っ
て
か
ら
何
日
も
た
つ
た
生

菓
子
や
野
菜
サ
ラ
ダ

。
古
く
な
っ
た
折
詰
弁
当

。
い
き
の
悪
い
魚
介
類

。
古
く
な
っ
た
卵

乙
ん
な
も
の
は
い
さ
ぎ
よ
く
捨

て
ま
し
ょ
う
。

健
康
と
ひ
き
か
え
に
は
で
き
ま

せ
ん
。

@
予
防
三
原
則
を
守
ろ
う

食
中
毒
の
原
因
の
菌
が
食
品
中

で
増
殖
し
て
い
て
も
、
自
に
は
見

え
ず
、
色
、
に
お
い
、
味
に
変
り

な
く
予
防
は
必
ず
し
も
簡
単
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
乙
の
や
っ
か
い
な
細

菌
性
食
中
毒
を
予
防
す
る
に
は
、

「

!
l
、l
、l
、ー、
l
‘t
、・1
t
、t
‘・1
1
、l
‘ー‘
t
、・!
E
・I
・ー‘
t
‘1
‘t
‘，、
J

一

簡

易

生

命

保

険

積

立

金

一

一

十

兆

円

を

突

破

一

一
簡
易
保
険
は
大
正
五
年
創
業
学
校
、
道
路
な
ど
皆
さ
ん
の
身
一

一
以
来
、
皆
さ
ん
か
ら
「
郵
便
局
近
か
な
生
活
環
境
の
整
備
拡
充
一

↑
の
簡
易
保
険
」
と
し
て
広
く
親
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
一

一
し
ま
れ
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
大
村
市
に
も
五
十
二
年
度
に
一

ん
が
、
お
龍
様
で
現
在
総
加
入
件
は
義
務
教
育
施
設
事
業
に
二
億
一

一
数
五
千
万
件
、
契
約
高
は
三
十
七
千
六
百
七
十
万
円
が
融
資
さ
↑

一
七
兆
円
と
な
り
、
ま
た
、
資
金
れ
、
累
計
で
は
十
九
億
円
融
資
一

一

総

額

は

去

る

七

月

四

日

、

十

兆

さ

れ

て

い

ま

す

。

一

一
円
の
大
台
を
突
破
し
ま
し
た
。
郵
便
局
と
し
て
は
、
乙
の
十
一

一
乙
の
簡
保
資
金
は
、
加
入
者
兆
円
突
破
を
契
機
に
、
さ
ら
に
一

一
の
皆
さ
ん
か
ら
お
預
か
り
し
た
豊
か
な
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
一

一
大
切
な
信
託
財
産
と
し
て
、
市
お
役
に
立
ち
た
い
と
考
え
て
い
一

一
町
村
な
ど
の
地
方
公
共
団
体
を
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
一

ん

は

じ

め

、

公

団

、

公

庫

な

ど

政

ま

す

。

一

一

府

機

関

に

融

資

さ

れ

、

住

宅

や

(

大

村

郵

便

局

)

一

三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

細
菌
は
栄
養
、
水
分
、
温
度
の

三
つ
の
条
件
が
そ
ろ
う
と
増
殖
し

ま
す
が
、
乙
の
三
つ
の
条
件
の
一

つ
で
も
欠
け
る
と
、
増
え
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
い
う
弱
点
が
あ
り

ま
す
。

な
し、

。
食
品
中
の
菌
を
殺
す
よ
う
な
調

理
を
す
る

以
上
の
よ
う
な
心
が
け
が
大
切

で
す
。

具
体
的
な
方
法
と
し
て
は
食
品

を
あ
っ
か
う
場
合
、
清
潔
、
迅
速

冷
却
、
加
熱
と
い
う
乙
と
に
よ
く

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

。
食
品
に
食
中
毒
を
起
こ
す
菌
を

っ
け
な
い

。
食
品
中
の
原
因
菌
を
増
殖
さ
せ
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(6) 

;大;
:村i
i湾;
;をj
j美i
iし;
;く;

精
霊
流
し
は
集
積
地

精
霊
流
し
が
近
づ

い
て
き
ま
し

た
。「

き
れ
い
な
大
村
湾
を
守
る
た

め」

当
日、

精
霊
船
や
供
物
な
ど

を
海
や
川
に
流
さ
な
い
よ
う
に
、

次
の
こ
と
に
ど
協
力
下
さ
い
。

精
霊
船
な
ど
の

指
定
集
積
地

中
央
地
区

(大
村
、
西
大
村
)

J¥  

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

罵
場
先
大
村
市
農
協
有
地

郡
地
区
(
竹
松
、
福
重
、
松
原
)

火
力
発
電
所
伏
原
埋
立
地

鈴
田
地
区

三
鈴
橋
、
射
場
前
ガ
l
ド
下

三
浦
地
区

舟
津
、
日
泊
、

溝
陸

須
田
ノ
木
・
後
太
場

似
田
窪
橋

中
央

・
郡
地
区
で
は
、
現
地
に

祭
壇
を
設
け
、
合
同
供
養
(
午
後

一
大
村
湾
を
き
れ
い
に
す
る
会
一

一

沿

岸
そ
海
上
パ
ト
ロ
ー
ル
一

計
一

γぺ
県

と
本
市
な
ど
四
市
九
町
で
構

一

一

!

?

品

作

苧

¥

一一一副臨

成
し
て
い
る
大
村
湾
を
き
れ
い
に
-

一

議

週

一
一
一割

す
る
会

(会
長

・
高
木
市
長
)
は
一

一

議

言

葉

γ一
一通

一
先
月
十
八
日
、
漁
船
六
隻
に
関
係

一

一

ト
一一一

三
二
一

¥

)
者
約
三
十
人
が
分
乗
し
て
東
浦
漁

一

f

輔

〓

山

払

E
H藍
E
e噛

一

一

…

L
J
T-一一港
を
出
発
、
川
棚
町
ま
で
の
沿
岸
一

一
…一
一一一γト
¥
7-

パ
ト
ロ

J
L二
空

き

れ

一

-

r
hf
pL
I
KFZE…儀
後勘九

い
に
」
と
呼
び
か
け

ま

し

た

-

※ 

耳

と

言

葉

の

相

談

日

九
時
ご
ろ
)
を
行
い
逐
次
現
場
で

焼
却
し
ま
す
。

鈴
田
・
三
浦
地
区
で
は
、
各
集

積
地
で
午
後
九
時
ご
ろ
か
ら
焼
却

し
ま
す
。

指
定
集
積
地
へ
の
搬
入

精
霊
船
な
ど
の
撮
入
は
午
後
十

時
ま
で
に
完
了
す
る
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

供
物
な
ど
は
分
け
や
す
い
よ
う

に
、
ビ
ニ
ー

ル
袋
な
ど
に
入
れ
て

搬
入
し
て
下
さ
い
。

交
通
規
制

当
日
、
混
雑
と
事
故
防
止
の
た

め、

午
後
七
時
三
十
分
か
ら
十
一

時
三
十
分
ま
で
、

次
の
と
お
り
交

通
規
制
を
実
施
し
ま
す
。

O
本
経
寺
下
交
差
点
か
ら
馬
場
先

交通規制箇所多後後後~車両通行禁止

務緩欝麟 駐車禁 止
出 |引

→至水主町

8
月
刊
日

(
土
)

波
止
を
経
て
富
士
電
機
商
会
ま

で、

大
村
市
農
協
飼
料
備
主
セ

ジ
タ
ー
か
ら
赤
水
総
本
庖
ま
で

の
聞
は
諸
車
通
行
禁
止、

駐
車

禁
止
で
す
。

O
農
協
グ
ラ

ン
ド
の
東
角
か
ら
農

協
駐
車
場
の
西
角
ま
で
は
駐
車

禁
止
で
す
。

O
ア
ー
ケ
ー
ド
内
は
精
霊
船
は
通

行
で
き
ま
せ
ん
。

O
馬
場
先
波
止
付
近
に
駐
車
で
き

る
の
は
指
定
車
の
み
で
す
。

そ
の
他

O
精
霊
船
の
長
さ
が
二

メ
ー
ト
ル

を
こ
え
る
も
の
は
警
察
で
道
路

使
用
許
可
を
と

っ
て
下
さ
い
。

O
精
霊
船
を
車
両
で
運
撮
す
る
と

き
は
危
険
で
す
か
ら
灯
ろ
う
の

火
を
消
し
て
下
さ
い。

午
後
1
時

i
4時

O
精
霊
船
は
長
さ
十
メ
ー
ト

ル
、

幅
二
・
五
メ
ー
ト

ル
、
高
さ
三

.
五
メ
ー
ト
ル
以
下
に
し
て
下

精
霊
流
し
の
日
は
、

次
の
こ
と

を
守
っ
て
花
火
な
ど
に
よ
る
事
故

が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

一一お願い一一

花火の取扱いは慎重に

事故のないお盆を

O
精
霊
船
に
は
花
火
取
扱
者
を
一

人
き
め
、
警
察
暑
か
ら
交
付
さ

れ
る
マ
!
ク
を
つ
け
て
、
乙
の

人
だ
け
が
責
任
を
も

っ
て
花
火

を
使
用
し
て
下
さ
い
。

。
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド、

プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
販
売
居
、
玩
具
居、

駐

車
場
及
び
そ
の
付
近
、
道
幅
の

狭
い
所
、
見
物
人
・
通
行
人
で

雑
踏
し
て
い
る
所
な
ど
で
は
矢

び
ゃ、

爆
竹
、
投
げ
玉
な
ど
の

福
祉
セ
ン
タ
ー

さ
い
。

O
道
路
上
で
の
精
霊
船
の
回
転
は

絶
対
に
し
な
い
で
下
さ
い
。

使
用
は
絶
対
に
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

O
精
霊
船
の
通
る
道
筋
の
花
火
版

売
居
で
は
、
花
火
類
の
陳
列
販

売
は
し
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ

O
矢
び
ゃ、

爆
竹
、
投
げ
玉
な
ど

危
険
性
の
強
い
花
火
の
販
売
は

自
粛
し
て
下
さ
い。

O
精
霊
船
の
通
る
商
庖
街
な
ど
で

は
、
万
一
の
事
故
に
備
え
て
消

火
用
水
・

器
具
を
準
備
し
て
下

さ
い
。

大
村
で
は
、
三
、

四
年
前
に
花

火
に
よ
る
死
亡
・

重
傷
事
故
が
発

生
し
て
お
り
、

特
に
注
意
を
払
っ

て
事
故
の
な
い
お
盆
を
過
ご
し
ま

ーレょ・つ。

※
爆
竹
は
直
径
四
ミ
リ
を
こ
え
る

も
の
、

連
結
本
数
が
二
十
本
を

乙
え
る
も
の
は
販
売
、
使
用
が

法
律
で
禁
止
さ
れ
、
ま
た
、
人

工
衛
生、

ム
i
ン
ゼ
ッ
タ
l
、

飛
行
員
、

宇
宙
火
せ
ん
は
十
八

歳
未
満
の
人
に
は
販
売
が
禁
止

さ
れ
、
所
持
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
乙
と
に
決
め
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
ご
承
知
下
さ
い
。



※ 

竹
松
地
区
盆
踊
り
大
会

昭和53年 8月 1日
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お
し
ら
せ

《

募

集

• 市

職

員

職
種
行
政
、
土
木
、
電
気
、
機

械
、
化
学

受
験
資
格

て
い
ず
れ
も
四
年
制
大
学
を
卒

業
ま
た
は
昭
和
五
十
四
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
卒
業
見
込
の

人
で
昭
和
二
十
九
年
四
月
二
日

以
降
に
生
れ
た
人

二
、
市
内
居
住
者
ま
た
は
採
用
後

居
住
で
き
る
人

受
付
期
間
八
月
十
一
日
か
ら
八

月
三
十
一
日
ま
で

第
一
次
試
験
十
月
一
日

※
詳
し
い
こ
と
は
市
人
事
課
へ

りお おむ市政だより

-
市
体
育
協
会
職
員

職
種
市
体
育
協
会
事
務
及
び
ス

ポ
l
ツ
・
レ
ク
リ
エ

l
シ
ョ
ジ

指
導
(
一
人
採
用
』

受
験
資
格

短
大
卒
業
以
上
の
学
歴
で
体
育

(7) 

専
攻
の
女
子

市
内
居
住
者
で
昭
和
二
十
三
年

四
月
二
日
以
降
に
生
れ
た
人

第
一
次
試
験
八
月
二
十
一
日

申
込
締
切
八
月
十
五
日

応

募

方

法

自

筆

履
歴
書
に
写
真

を
添
付
の
こ
と

※
詳
し
く
は
市
体
育
課
へ

-
市
民
音
楽
祭
の

出
演
者

第
十
九
回
市
民
音
楽
祭
は
、
十

月
二
十
一
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

出
演
を
希
望
さ
れ
る
人
は
お
申

込
み
下
さ
い
。

出
場
資
格
市
内
に
在
住
及
び
勤

務
す
る
人
・
グ
ル
ー
プ

種
目
邦
楽
・
器
楽
・
コ
ー
ラ
ス

声
楽

経
費
出
場
に
必
要
な
経
費
は
一

切
自
己
負
担
と
す
る

所
要
時
間

-

個

人

五

分

・

グ

ル

ー

プ

十

分

出
場
申
込
所
定
の
申
込
書
で
申

込
む
こ
と

8
月
間
日

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

盆

踊

り

-…三三三一…ー|
申
込
期
限

八
月
十
九
日
ま
で

連
絡
及
び
提
出
先
市
教
委
社
会

教
育
課

市
民
音
楽
祭
の
日
時

十
月
二
十
一
日
(
土
)

午
後
六
時
開
演

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
成
上
出
演
団

体
が
多
い
場
合
に
は
、
次
回
に

お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

-
防
衛
庁
共
済
組
合

大
村
支
部
職
員

資

格

十

九

歳

l
二
十
四
歳
未
満

の
独
身
女
性

採

用

人

員

二

人

勤
務
内
容
隊
内
ク
ラ
ブ
(
大
村

部
隊
内
)
接
待
係

勤
務
時
間

原
則
と
し
て
午
後
二

時

l
午
後
十
時
(
早
出
勤
務
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
)

待
遇
身
分
は
防
衛
庁
共
済
組
合

職
員
で
、
高
校
卒
で
初
任
給
は

七

一
、
三

O
O円
、
ほ
か
に
通

勤
手
当
、
超
過
勤
務
手
当
が
国

家
公
務
員
に
準
じ
て
支
給
さ
れ

売
上
額
に
応
じ
た
精
勤
手
当
も

支
給
さ
れ
ま
す

願
書
締
切
八
月
十
日

履
歴
書
(
写
真
添
付
)
一
通

申
込
先
大
村
駐
と
ん
地
業
務
隊

厚
生
科
共
済
班
(
雷
②
1

二
一

三
一
内
線
一
二
・
二
二
)

74 
時時

か
り

注
射
と
検
診

-
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健
康
相
談

赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
、
栄
養
、
し

つ
け
の
面
で
、
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

生
後
五
カ
月
ま
で
に
一
度
は
お

で
か
け
下
さ
い
。

8月の妊婦と乳幼児の健康相談日程

日|時 間|場 前| 文寸 象

9・30-11:00 大村保健所生後4-0ヵ月の乳児

8113:30-i5:0O 鈴田幼稚園 妊婦と乳幼児

9:30-11:00 
竹松出張所 乳幼児11t13; OO-I5; 00 

151 9: 30-11: 00 大村保健所生後7カ月以上の乳児

17113: 30，....15 :00 松原出張所 妊婦と乳幼児

281 9: 30-11: 00 萱瀬出張所 " 

-
1歳
6
力
月
児
検
診

乙
の
時
期
は
、
赤
ち
ゃ
ん
時
代

を
卒
業
し
て
、
か
ら
だ
や
心
の
成

長
に
と
っ
て
大
切
な
時
期
で
す
。

対
象
昭
和
五
十
二
年
一
月
生
れ

及
び
昭
和
五
十
一
年
十
一
月
か

竹
松
本
町
児
童
遊
園
地

ら
十
二
月
生
れ
で
、
ま
だ
検
診

を
受
け
て
い
な
い
幼
児
も
受
診

し
て
下
さ
い
。

日
時

八
月
十
日

・
十
八
日

午
後
一
時
三
十
分

l
二
時
受
付

場
所

市
役
所
第
一
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ご
持
参

下
さ
い
。

な
お
、
現
在
、
は
し
か
、
水
ぼ

う
そ
う
な
ど
、
病
気
に
か
か
っ
て

い
る
お
子
さ
ん
は
、
次
川
に
お
受

け
下
さ
い
。

園
子
宮
ガ
ン
・
現
ガ
ン

検

診

成
人
病
対
策
の
一
環
と
し
て
一

般
の
婦
人
を
対
象
に
婦
人
科
(
子

宮
ガ
ン
・
乳
ガ
ン
)
検
診
を
実
施

し
ま
す
。

ガ
ン
は
発
見
が
早
け
れ
ば
早
い

ほ
ど
な
お
る
確
率
は
高
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

ガ
ジ
は
恐
し
い
病
気
で
す
。

乙
の
恐
し
い
病
魔
に
む
し
ば
ま

れ
な
い
よ
う
早
期
発
見
が
一
番
大

切
で
す
。

機
会
あ
る
ご
と
に
受
診
さ
れ
健

康
管
理
に
努
め
て
下
さ
い
。

検
診
は
自
分
自
身
の
た
め
で
す

ご
近
所
誘
い
合
っ
て
申
込
み
ま

?
レ
よ
，
っ
。

対
象
者

三
十
歳
以
上
の
婦
人

料
金

無
料

実
施
時
期
九
月
に
実
施
す
る
予

定
で
す
が
、
詳
し
く
は
申
込
ま

れ
た
人
へ
連
絡
し
ま
す

申
込
方
法
八
月
二
十
五
日
ま
で

に
電
話
か
ハ
ガ
キ
で
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を

生
活
環
境
課
へ

※
た
だ
し
、
申
込
者
が
千
人
に
な

り
ま
す
と
締
切
り
ま
す
。

-
筋
拘
縮
症
検
診

筋
拘
縮
症
の
巡
回
検
診
が
長
崎

大
学
医
学
部
及
び
同
附
属
病
院
の

協
力
の
も
と
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

日

時

八

月

八

日

午
前
九
時
三
十
分

l
午
後
三
時

場
所

諌
早
保
健
所

※
次
の
よ
う
な
症
状
が
あ
っ
た
ら

受
診
し
て
下
さ
い
。

。
歩
き
方
が
お
か
し
い
・
乙
ろ
び

や
す
い

。
す
わ
り
方
が
お
か
し
い
・
し
乙

り
が
あ
る
・
下
肢
を
痛
が
る

。
腕
が
体
に
つ
か
な
い
・
肩
の
動

き
が
悪
い

。
股
を
聞
い
て
歩
く
・
正
座
が
で

き
な
い
・
座
る
と
後
へ
倒
れ
や

す
い
・
あ
ぐ
ら
を
か
け
な
い



(8) 

も
よ
お
し

り

-
夏
休
み

「
親
と
子
の

映
画
の
つ
ど
い
」

お お む

主
催
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

日
時
八
月
十
九
日

川
午
前
十
時
三
十
分

l
十
一
時

三
十
分

中
地
区
公
民
館

同
午
後
七
時
三
十
分

t
八
時
三

十
分中

央
公
民
館
芝
生

対
象
小
学
校
全
学
年
・
青
少
年

一
般

入
場
料
無
料

か
い
じ
ゅ
う

映
画
「
怪
獣
と
少
年
た
ち
」

・
十
六
ミ
リ
、
カ
ラ

l
作
品

市政だより昭和53年 8月 1日
111川H川川11川11111川11川111111川11111111川川11川川11川H川川11川11川川H川1111川111川H川1111川川11川川11川11川1111111川11川111川川11川111川11川1111川川11川川11川11川川11川川11川11川11川川11川川11川111川11川川11川川11川川11川1111川111川11川111川11川111111111111川11川111111111111川11川111川1111111111川1111111111111111川1111111111刷"1111111111111111111

-
五
十
五
分
文
部
省
選
定

-
厚
生
省
中
央
児
童
播
祉
審
議
会

推
選

-
国
際
児
童
映
画
賞
受
賞

解
説
ネ
ス
湖
に
は
、
不
ツ
シ

1
が

ニュ

l
ジ
!
ラ
ジ
ド
の
海
に
怪

獣
が
、
古
代
の
怪
獣
は
今
の
世

界
に
も
す
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う

A
M

。夢
多
い
少
年
た
ち
の
く
り
ひ

ろ
げ
る
ダ

l
ク
湖
の
怪
獣
も
の

が
た
り
。

※
詳
し
く
は
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

リ
l
へ

曾

②

l
二
四
六
九

ス
ポ
ー
ツ

-
柔
道
教
室

大
村
市
柔
道
協
会
で
は
、
青
少

~
一
談
一

一

一

相

一

一
行
政
相
談

一

(

毎

月

第

二

木

曜

日

)

日
時
八
月
十
日

一

午

前

九

時

三

十

分

t
正
午

…
登
記
相
談

一
(
毎
月
第
一
二
金
曜
日
)

一

日

時

八

月

十

一

日

•• 

J
 

午
前
九
時
三
十
分

l
正
午
一

法

律

相

談

一

(
毎
月
第
三
木
曜
日
)
一

日

時

八

月

十

七

日

・

午
前
九
時
三
十
分

t
午
後
一

三

時

一

、It--tliltill-111111lilt

市
民
相
談
室
で
す
べ
て
無
料
で

行
っ
て
い
ま
す

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

f
i
l
l-
-1
111
11
111
1
1
1i
1
iil--

年
の
心
身
の
鍛
練
と
柔
道
の
節
度

あ
る
礼
儀
正
し
さ
を
身
に
つ
け
る

乙
と
を
目
的
と
し
て
柔
道
教
室
を

開
設
し
ま
す
。

夏
休
み
を
利
用
し
て
お
お
い
に

頑
張
ろ
う
。

対
象
一
般
、
高
・
中
・
小
学
生

練
習
日
毎
週
火
・
木
曜
日

午
後
六
時
か
ら
八
時
ま
で
(
小

中
学
生
は
午
後
七
時
ま
で
)

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

マ

高

原

花

庖

(

本

町

一

一

丁

目

)

一

パ
ラ
四
鉢
ほ
か
切
花
多
数
一

夫

忠

士

)

十

万

円

清

和

国

へ

マ
前
川
与
(
宮
小
路
一
丁
目
)
-

一

一

香

典

返

し

一

敬

称

略

マ

長

崎

三

期

会

(

長

崎

市

)

舞

西

瓜

七

十

キ

ロ

一

f
i
l
l
l
i
-
-、
踊

慰

問

、

菓

子

五

十

袋

「
1
1
1
1
1
1
1
J

マ
一
瀬
前
次
(
池
田
二
丁
目
)
一

社

会

福

祉

事

堂

費

へ

一

一

般

寄

付

一

敬

称

略

マ

県

警

運

転

免

許

試

験

場

職

員

家

「い
1
1
3
f
」

茶
四

十

七

袋

-

マ
上
野
孝
子
(
宮
小
路
一
丁
目

-
r
i
l
l
-
-
-
K

族
舞
踊
慰
問
、
菓
手
二
十
袋

亡

夫

福

次

)

十

万

円

社

会

福

祉

協

議

会

へ

預

託

マ

八

江

農

芸

(

諌

早

市

)

草

花

マ

村

本

正

留

(

坂

口

町

)

中

古

一

マ

赤

水

清

春

(

本

町

二

丁

目

)

三

球

根

百

五

十

四

袋

理

容

椅

子

一

台

一

社

会

福

祉

協

議

会

へ

預

託

万

四

千

九

百

二

十

円

マ

大

村

遊

漁

組

合

キ

ス

七

キ

ロ

マ

徳

田

栄

(

プ

郷

)

一

マ

貞

刈

シ

ズ

(

諏

訪

一

丁

目

・

亡

マ

家

治

敏

明

(

大

阪

市

)

一

万

円

鶏

卵

五

・

五

キ

ロ

西

瓜

三

十

四

キ

ロ

E

場
所
市
武
道
館

連
絡
先
練
習
日
は
武
道
館
(
曾

②
ー
四
八
三
六
)
ま
た
は
竹
松

本
町
の
浦
山
さ
ん
(
曾
⑤
l
七

八
一
一
)
へ

募
集
期
間
八
月
十
日
ま
で

-
体
力
"
つ
く
り

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

夏
パ
テ
解
消
の
た
め
、
老
い
も

若
き
も
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
体
力
を

つ
く
る
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
八
月
十
三
日
(
日
)

午
前
九
時

場
所
市
民
体
育
館

種
目
二
般
男
、
女
の
部

。
初
心
者
男
、
女
の
部

。
マ
マ
さ
ん
の
部

。
高
校
生
男
、
女
の
部

。
中
学
生
男
、
女
の
部

(
学
年
別
と
す
る
)

。
教
職
員
の
部

以
上
い
ず
れ
も
ダ
ブ
ル
ス
の
み

と
す
る

試
合
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
と
し
、

一
般
男
女
は
水
鳥
球
、
そ
の
他

は
ニ
ュ

l
メ
イ
ピ
ス

参
加
料
一
般
男
女
一
人
五
百
円

し

尿

そ
の
他
二
百
円
、
中
学
生
は
百

円
申
込
参
加
種
目
(
中
学
生
は
学

年
も
)
、
住
所
、
氏
名
を
左
記

へ
ど
連
絡
下
さ
い
。

玖
島
郷
二
五

市
役
所
内

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

中
島
泰
二
あ
て

八
月
十
一
日

締
切

-
少
年
柔
剣
道

練
成
大
会

大
村
市
連
合
防
犯
協
会
で
は
、

少
年
の
健
全
育
成
並
び
に
防
犯
活

動
の
一
環
行
事
と
し
て
第
十
九
回

少
年
柔
剣
道
練
成
大
会
を
行
い
ま

す。
日
ご
ろ
、
学
校
、
各
地
区
に
お

い
て
暑
さ
に
も
め
げ
ず
練
習
に
励

ん
で
い
る
小
中
学
生
の
皆
さ
ん
が

一
堂
に
集
ま
り
覇
を
競
う
大
会
で

す。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
声
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

日
時
八
月
二
十
日
(
日
)

午
前
九
時
か
ら

会

場

柔

道

武

道

館

剣
道
市
民
体
育
館

み

と

り

お

盆

の

何

回

-m日
は

お

や

す

み

し

ま

す


	197808-1-p01
	197808-1-p02-08

